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平成27年5月1日発行

第37号
2015

砥部町社会福祉協議会
イメージキャラクター「ホッと君」

シ
ニ
ア
世
代
の
元
気
は
つ
ら
つ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

〜
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
〜

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
け
る
よ
う
、生
活
や
介
護
に
関
す
る
お
手

伝
い
が
で
き
る
支
援
者
や
地
域
で
の
見
守
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
と
と

も
に
、研
修
を
受
講
し
た
シ
ニ
ア
世
代
自
身
が
健
康

で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、愛
媛
県

と
砥
部
町
が
連
携
し
、「
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
介
護

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
事
業
」を
実
施
し
ま
し
た
。
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リズムに乗って 3B体操地域の子ども達と交流会

ドキドキ牛乳パック積み上げゲーム

水口会長と行く・・

ふれあい・いきいきサロン巡回訪問
い
き
い
き
広
瀬

が
ん
じ
ー
サ
ロ
ン

サ
ロ
ン
山
並

サ
ロ
ン
南
ヶ
丘

開
催
場
所
：
和
霊
神
社
集
会
所

開
催
場
所
：
岩
谷
公
民
館

開
催
場
所
：
山
並
集
会
所

開
催
場
所
：
南
ヶ
丘
集
会
所

開
催
内
容
：
健
康
維
持
・
交
流

開
催
内
容
：
七
夕
飾
り
・
亥
の
子
づ
く
り

開
催
内
容
：
介
護
予
防
体
操
・
日
帰
り
旅
行

開
催
内
容
：
健
康
体
操
・
歌
唱

大迫力のどんど焼き

　

平
成
二
十
七
年
三
月
十
一
日（
水
）

砥
部
町
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ

ン
各
代
表
者
二
九
名
が
今
治
市
玉
川

町
に
あ
る
「
ふ
れ
愛
茶
屋
」
へ
の
視

察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

ふ
れ
愛
茶
屋
は
、
サ
ロ
ン
世
話
人
グ
ル
ー
プ
が
中
心
と

な
り
、
Ｊ
Ａ
の
空
き
店
舗
を
利
用
し
運
営
し
て
い
ま
す
。

営
業
日
は
火
・
木
・
土
で
、
軽
食
コ
ー
ナ
ー
や
日
用
品
販

売
を
実
施
し
て
い
ま
す
。「
出
会
い
、
ふ
れ
合
い
、
語
り
合

い
」
の
心
で
お
客
さ
ん
を
お
も
て
な
し
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　お話し頂いたお世話人さん
の「過疎地だからこそ出来た
こと。この年になっても皆に
必要とされていることが有難
い。」との言葉が印象的でした。
　視察研修を受け入れて頂き
誠にありがとうございました。

砥
部
町
ふ
れ
あ
い・い
き
い
き
サ
ロ
ン
視
察
研
修

     

～
玉
川
町
へ
～
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平
成
二
十
七
年
度 

事
業
計
画
・
予
算
の
概
要

【
基
本
方
針
】

　

砥
部
町
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
地
域
福
祉
及
び
在

宅
福
祉
「
だ
れ
も
が
住
み
慣
れ
た
町
で
安
心
・
安
全

に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を

基
盤
と
し
た
総
合
福
祉
的
役
割
を
担
う
地
域
の
中
核

機
関
で
す
。

　

多
様
化
す
る
福
祉
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ

る
中
、
地
域
の
頼
れ
る
存
在
と
し
て
、
あ
ら
た
め
て

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
使
命
・
理
念
・
行
動
規
範
を

掲
げ
、
役
職
員
の
共
通
認
識
の
も
と
一
丸
と
な
っ
て

社
協
運
営
に
取
り
組
み
な
が
ら
住
民
や
地
域
の
信
頼

を
得
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
発
展
強
化

目
標
を
た
て
て
、
事
業
評
価
及
び
組
織
体
制
へ
の
整

備
を
図
り
な
が
ら
、
透
明
性
の
あ
る
適
正
な
事
業
運

営
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
ま
だ
ま
だ
活
動
が
手
薄

な
福
祉
分
野
や
地
域
、
社
会
の
狭
間
に
あ
る
課
題
に

目
を
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

地
域
福
祉
課
で
は
日
々
、
ワ
ー
カ
ー
の
専
門
性
を

高
め
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

民
生
委
員
、行
政
、関
係
団
体
等
と
連
携
強
化
に
努
め
、

地
域
福
祉
活
動
の
協
働
参
加
、
企
画
の
推
進
を
図
り

な
が
ら
、「
だ
れ
も
が
安
心
し
て
共
生
で
き
る
社
会
へ
」

へ
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

在
宅
福
祉
事
業
に
お
い
て
も
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
に
努
め
な
が
ら
、
従
事
者
の
専
門
知
識
・
技
術
向

上
に
日
々
取
り
組
ん
で
い
き
、
利
用
者
一
人
一
人
が
そ

の
人
ら
し
く
暮
ら
せ
る
よ
う
、
自
立
支
援
に
向
け
た

よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
い
ま
す
。

収　　　　入 支　　　　　出
勘定科目 予算額 勘定科目 予算額

会費 1,742 人件費 91,302
寄付金 500 事務費 12,555
補助金 24,793 共同募金配分金事業費 2,582
助成金 240 助成金 1,400
受託金 14,321 固定資産取得 3,100
事業 24 その他の活動支出 10,690
介護保険等 61,197 次期繰越活動費 502
障害福祉サービス等 11,574
受取利息配当金収入 17
その他収入 7,723
収入合計 122,131 支出合計 122,131

理
事
会
・
監
事
会
・
評
議
員
会
の
開
催

社
協
会
費
の
推
進

砥
部
町
社
協
発
展
・
強
化
計
画
の
策
定

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業

地
域
福
祉
活
動
助
成
事
業

福
祉
教
育
事
業

精
神
保
健
福
祉
事
業　

小
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

在
宅
介
護
者
家
族
の
会（
年
３
回
開
催
）

簡
単
ヨ
ガ
講
座
事
業

は
じ
め
て
の
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
事
業

イ
ベ
ン
ト
資
機
材
貸
出
事
業

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
整
備
事
業

生
き
が
い
と
創
造
の
事
業（
大
正
琴
）

広
報
誌「
社
協
だ
よ
り
」の
発
行

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
る
福
祉
情
報
提
供

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
活
用

砥
部
町
社
協
福
祉
フ
ェ
ス
タ
の
開
催

各
種
研
修
事
業
の
強
化

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
の
実
施

赤
い
羽
根
共
同
募
金
配
分
事
業

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
事
業砥

部
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会
運
営
事
業（
町
）・
生
活
福
祉

資
金
貸
付
事
業（
県
社
協
）
／
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業

（
県
社
協
）
／
心
配
ご
と
相
談
所
事
業（
町
）
／ 

生
活
管
理
指
導
員
派
遣
事
業（
町
）

／ 

家
族
介
護
用
品
支
給
事
業（
町
）
／ 

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局
運
営（
町
）
／

基
本
相
談
支
援
事
業
所
の
設
置（
町
）
／
障
が
い
者
区
分
認
定
調
査
の
実
施（
町
）
／

砥
部
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
／
砥
部
町
広
田
憩
い
の
家
管
理
／
パ
ソ
コ
ン
要
約

筆
記
者
養
成
講
座
／
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
事
業

居
宅
介
護
支
援
事
業

 

・ 

居
宅
介
護
支
援
事
業

 

・ 

介
護
予
防
居
宅
介
護
支
援
事
業

 

・ 

特
定
住
所
地
介
護
保
険
認
定
調
査
の
実
施

居
宅
介
護
等
事
業

 

・ 

訪
問
介
護
事
業

 

・ 

介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業

 

・ 

居
宅
介
護
事
業（
障
害
者
総
合
支
援
法
）

 

・ 

重
度
訪
問
介
護
事
業（
障
害
者
総
合
支
援
事
業
）

 

・ 

同
行
援
護（
障
害
者
総
合
支
援
法
）

 

・ 

移
動
支
援
事
業（
砥
部
町
地
域
生
活
支
援
事
業
）

 

・ 

計
画
相
談
支
援
事
業
所
の
設
置

ま
ご
こ
ろ
銀
行
運
営
事
業

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

在
宅
高
齢
者
紙
お
む
つ
支
給
事
業

在
宅
重
度
障
害
者（
児
）紙
お
む
つ
支
給
事
業

介
護
機
器
貸
出
事
業

在
宅
介
護
者
家
族
の
会（
年
３
回
開
催
）

町
内
障
が
い
者
団
体
支
援

受
託
事
業

自
主
事
業

収支予算
（単位：千円）
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赤
い
羽
根
共
同
募
金

実
績
報
告

　
平
成
二
十
六
年
度
共
同
募
金
運
動
に
お
き
ま
し
て

は
、皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、三
、七
七
四
、九
三
三
円

の
募
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
皆
様
に
心
よ
り
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
募
金
は
愛
媛
県
共
同

募
金
会
に
お
い
て
社
会
福
祉
事
業
充
実
の
た
め
に
、

県
内
の
社
会
福
祉
協
議
会
や
民
間
社
会
福
祉
施
設
及

び
福
祉
団
体
等
に
配
分
さ
れ
ま
す
。
今
後
と
も
共
同

募
金
運
動
推
進
の
た
め
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
ご
協

力
を
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

まずはお電話ください。
お問い合わせ先：９６２－７１００　担当：三谷

日程 内容

第１回 　6月23日(火)
介護技術教室と交流会

（オムツ交換・体位変換等）

第２回 　8月25日(火) 施設見学と交流会

第３回 10月22日(木)
「食生活の基礎知識」と
交流会

第４回 　2月18日(木) 親睦会

未経験者OK

直行・直帰OK 働きやすい
職場です

ヘルパー1・2級
介護福祉士

社協ニューフェイス 社協ニューフェイス
名
前　

古
田
　
翔
也

職
種　

総
務
・
地
域
福
祉
課

好
き
な
食
べ
物　

オ
ム
ラ
イ
ス

好
き
な
芸
能
人　

明
石
家
さ
ん
ま

趣
味　

映
画
鑑
賞

名
前　

渡
邊
　
菜
月

職
種　

地
域
福
祉
課

好
き
な
食
べ
物　

梅
干
し

好
き
な
芸
能
人　

遊
助

趣
味　

ス
ポ
ー
ツ

町
民
の
皆
さ
ま
に
一
言　

ま
だ
ま
だ
未
熟

者
で
至
ら
な
い
点
が
多
々
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
よ
り
よ

い
地
域
を
作
っ
て
い
け
る
よ
う
に
頑
張
り

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
一
言　

笑
顔
い
っ
ぱ
い

頑
張
り
ま
す
。「
な
っ
ち
ゃ
ん
」
と
お
声

か
け
い
た
だ
け
れ
ば
、と
ん
で
い
き
ま
す
。

マ
イ
ブ
ー
ム
は
豆
乳
・
納
豆
・
豆
腐
で
す
。

砥
部
町
の
パ
ワ
ー
に
な
れ
る
よ
う
全
力
で

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

ホームヘルパー募集中

・ボランティア個人または
　ボランティアグループ

・ボランティア活動中の様々な事故に
よる賠償

・活動場所と自宅との往復途上の事故
も補償

・ボランティア活動中のボランティア
自身の食中毒や特定感染症も補償

Ａプラン（基本タイプ）300 円
（天災タイプ）460 円

Ｂプラン（基本タイプ）450 円
（天災タイプ）690 円

平成２７年４月１日から平成２８年
３月３１日まで。
４月１日以降の加入は、受付した翌
日から平成２８年３月３１日までと
なります。
加入申し込み用紙に必要事項を記入
のうえ、掛け金を添えて砥部町社会
福祉協議会に提出してください。
砥部町社会福祉協議会
 ☎962－7100

ボランティア
  活動保険のご案内
加入できる方

補償内容

補償金額

補償期間

手続きの仕方

お問い合わせ先

砥部町社協
イメージキャラクター

とべと君

三
、七
七
四
、九
三
三
円

ありがとうございました

～あなたの優しい手を求めています～ 在宅介護者家族の会
平成二十七年度 参加者募集!!

参加費

募集人数

参加資格

申込み先

20名程度

在宅で介護をしておられる方
（高齢者・障がい者・児）

砥部町社会福祉協議会
ＴＥＬ 089-962-7100（担当 ： 白城）

無　料

随時「社協だより」にてご案内させて頂きます。
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防
災
訓
練

　

平
成
二
十
七
年

三
月
十
四
日（
土
）

福
祉
教
育
事
業

（
児
童
ふ
れ
あ
い

事
業
）
と
し
て
、

約
四
十
名
の
親
子

を
対
象
に
「
と
べ

の
防
災
に
つ
い
て

学
ぼ
う
！
体
験
し

よ
う
！
」
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

消防署さんによる災害時の講習会の実施

　
「
と
べ
子
育
て
支
援
団

体
ぽ
っ
か
ぽ
か
」
さ
ん
を

中
心
に
、
行
政
、
社
協
、

門
田
ガ
ス
さ
ん
、
女
性
消

防
団
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の

防
災
に
関
す
る
ブ
ー
ス

や
研
修
を
設
け
て
、
防
災

時
に
備
え
て
の
知
識
や

地
域
の
事
な
ど
の
学
び

の
場
を
提
供
し
ま
し
た
。

社
協
で
は
、「
福
祉
教
育
」

の
一
環
と
し
て
、
災
害

時
、
自
分
の
身
を
守
る
こ

と
は
大
事
だ
け
れ
ど
も
、

身
近
な
地
域
の
中
に
は
、

身
を
守
り
た
く
て
も
そ

れ
が
か
な
わ
な
い
方
も

住
ん
で
い
る
。
地
域
住
民

を
知
る
こ
と
で
災
害
時
、

地
域
の
中
で
「
共
助
・
互

助
」
助
け
合
い
の
関
係
が

非
常
に
大
切
だ
と
い
う

事
を
ゲ
ー
ム
を
通
じ
、
体

験
す
る
こ
と
で
子
供
た

ち
自
身
が
理
解
を
し
て

も
ら
う
学
び
を
行
い
ま

し
た
。

　

過
去
を
振
り
返
っ
て

も
大
き
な
災
害
に
見
舞

わ
れ
て
い
な
い
地
域
。
災

害
を
軽
く
受
け
止
め
な

い
よ
う
、
定
期
的
な
取
り

組
み
が
、
地
域
に
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

砥
部
町
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会

研
修
部
で
は
、

十
二
月
に
新
設

さ
れ
た
砥
部
消

防
署
の
視
察
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
な

ど
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

ま
た
地
域
の

共
通
課
題
で
あ

る
「
災
害
」
に

対
し
、
少
し
で

も
予
備
知
識
を

深
め
、
防
災
に

結
び
つ
け
れ
る

よ
う
、
砥
部
町

老
人
ク
ラ
ブ
総

務
部
で
は
、
三

月
に
防
災
訓
練

を
開
催
し
、
砥

部
町
の
備
蓄
品

の
試
食
や
砥
部

消
防
署
か
ら
災

害
時
の
心
構
え

な
ど
を
学
び
ま

し
た
。

ガラスの飛散を想定した卵の殻踏み体験

月曜日から金曜日（土日祝日休み）
8：30 〜 17：30　

ＴＥＬ　089−962 −7100
ＦＡＸ　089−962 −7186
※電話時に「なんでも相談の担当に」と
　一言お伝えください。
三 谷、米 澤

親子バケツリレーの様子

福祉なんでも相談 始めます!!

平成27年 5月から砥部町社協では「福祉なんでも相談」窓口を設置します。
　福祉に関する生活上の心配ごとや、困りごと福祉サービス（障害者総合支援法や介護保険など）の利用などのご

相談をお受けします。解決に向けて適切な専門機関につなぐなどの総合的な援助活動をおこないます。

例えば・・・
●福祉に関する相談やサービス提供の担当窓口がわからない
●利用できる制度を知りたい　など

開設時間

お問い合わせ先

担　　当

「福祉なんでも相談」とは？
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TEL：089 － 962 － 7100　 FAX：089 － 962 － 7186
メール：info@tobe-shakyo.jp

砥部町社会福祉協議会お問い合わせ
ご相談先

4月から、生活困窮者の
支援制度が始まりました

住まい お 金

家 庭 健 康

こんなことで
困っていませんか？

スタート ホップ ステップ ジャンプ

生活上の問題・
悩 み を 確 認・
整理します。

一緒にプラン
を作成します。

プランに沿った
支援を行います。

継続的に支援
を行います。

一人で悩まずに、まずはご相談ください

問題の解消

相 談 支 援 の 流 れ  ～自立に向けて一緒に歩んでいきましょう～

支援員があなたの悩みに寄り添って、どうしたら良いか一緒に考えていきます。
お気軽にご相談ください。
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あ
た
た
か
い

　
善
意
を

　
　
あ
り
が
と
う

　
　
　
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
二
十
七
年
一
月
～

　
　
　

平
成
二
十
七
年
四
月

　
　
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

砥
部
町
ま
ご
こ
ろ
銀
行

【
一
般
寄
付
】

砥
部
町
陶
街
道

ゆ
と
り
公
園
指
定
管
理
者

芙
蓉
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
株
式
会
社
様

　

平
成
二
十
七
年
二
月
七
日
（
土
）

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
集
会
室
に
お
い

て
「
こ
こ
ろ
の
講
座
」
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

　

こ
の
企
画
は
、
当
事
者
の
体
験
発

表
を
踏
ま
え
て
、
現
場
で
活
躍
す
る

精
神
保
健
福
祉
士
の
講
演
を
聞
く
こ

と
に
よ
り
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
こ
こ

ろ
の
健
康
へ
の
関
心
を
高
め
る
と
と

も
に
、
精
神
疾
患
に
対
す
る
正
し
い

理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
36
名
の
方
に
御
来
場
頂

き
ま
し
た
。

開
催
し
ま
し
た

こ
こ
ろ
の
講
座

平
成
二
十
七
年
度

社
協
会
費
の
お
願
い

　

砥
部
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、「
誰
も
が
安

心
し
て
、暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
福
祉
の
町
づ
く
り
」

を
基
本
理
念
と
し
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
地

域
福
祉
・
在
宅
福
祉
の
事
業
推
進
に
努
め
て
お
り

ま
す
。
行
政
の
補
助
金
・
受
託
金
、
共
同
募
金
、

寄
付
金
及
び
社
協
が
実
施
す
る
介
護
保
険
事
業
の

収
益
を
財
源
と
し
、
事
業
を
展
開
し
て
お
り
ま
す

が
、
よ
り
一
層
の
充
実
強
化
を
図
る
た
め
、
皆
様

の
協
力
の
も
と
会
員
制
度
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

　

住
民
の
皆
様
か
ら
お
預
か
り
し
た
貴
重
な
社
協

会
費
は
、
地
域
福
祉
事
業
の
重
要
な
財
源
と
し
て

地
域
に
還
元
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
員
制
度
設
置
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

社
協
会
費
に
つ
い
て
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。

　

併
せ
て
、
区
長
さ
ん
・
組
長
さ
ん
に
は
会
費
集

金
に
つ
い
て
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、

本
年
度
も
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
般
会
員　
　
　
　
　
　

一
口　
　

三
〇
〇
円

特
別
会
員（
篤
志
家
・
団
体
・
施
設
）　

一
口　

一
、〇
〇
〇
円

※　

会
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
戸
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
組
入
り
さ
れ
て
い
な

い
方
で
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
方
は
、
砥
部
町
社

会
福
祉
協
議
会
ま
で
直
接
納
入
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

※　

詳
細
は
砥
部
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
９
６
２
‐
７
１
０
０

（
指
定
特
定
相
談
支
援
事
業
所
　
砥
部
町
社
協
）
の
紹
介

　

当
事
業
所
で
は
障
が
い
の
あ
る
方
や
、
そ
の
ご
家
族
が

抱
え
る
様
々
な
お
悩
み
や
お
困
り
ご
と
に
つ
い
て
ご
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。
ま
た
必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
計
画
を

作
成
し
ま
す
。
皆
様
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
気
軽
に
相
談

で
き
る
地
域
の
拠
点
と
な
り
、
一
緒
に
考
え
、
ご
希
望
に

お
応
え
で
き
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
や
希
望
に
向
き

合
い
、
地
域
の
中
で
誰
も
が
自
分
ら
し
く
、
よ
り
豊
か

な
生
活
が
送
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

御
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

計画相談の流れ
⑧計画の見直し

⑦サービスの
提供開始

⑥サービス利用
計画の策定

⑤関係者会議の実施

①相談受付

②面接及び契約

④支給決定

③サービス利用
　計画案の作成

ヘ
ル
パ
ー
だ
よ
り

　
基
本
相
談
と
計
画
相
談
を
し

て
い
る
相
談
員
の
米
澤
で
す
。

　
平
成
二
十
五
年
四
月
か
ら
始

ま
っ
た
事
業
で
、
手
探
り
し
な

が
ら
二
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　
障
が
い
の
あ
る
方
や
そ
の
家

族
は
、
体
や
心
に
病
気
を
抱
え

て
い
る
こ
と
で
、
社
会
と
か
か

わ
っ
た
り
仕
事
に
就
く
こ
と
に

消
極
的
に
な
り
が
ち
で
す
。
障

が
い
の
あ
る
方
や
そ
の

家
族
が
、
地
域
の
中

で
地
域
に
見
守
ら
れ
な

が
ら
生
活
し
て
行
け
る

よ
う
、
心
配
な
こ
と
や

不
安
な
こ
と
、
こ
う
し

た
い
、
あ
あ
し
た
い
と

思
っ
た
こ
と
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
す
。

　
経
験
不
足
は
、
同

僚
や
近
隣
の
事
業
所

の
先
輩
に
相
談
し
て
い

ま
す
。
あ
な
た
の
思
い

を
・
・
・
私
に
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
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「やさしさ」を抱きしめよう

社会福祉法人　砥部町社会福祉協議会編集・発行
〒 791−2132　愛媛県伊予郡砥部町大南 719 番地
　　　　　　　　 （砥部町老人福祉センター内）

ＴＥＬ（０８９）９６２−７１００ / ＦＡＸ（０８９）９６２−７１８６
メールアドレス  in fo@tobe - shakyo . jp

ホームページアドレス  http://www.tobe-shakyo.jp/

こころに　　騎
ナイト

士

開 催 場 所 開 催 時 間 ５ 月 ６ 月

広 田 老 人 憩 い の 家

午前 10 時〜正午

２日（火）

老 人 福 祉 セ ン タ ー ７日（木）

中 央 公 民 館 17 日（水）

老 人 生 き が い の 家 18 日（月）

　生活上の悩みごとや心配ごとなど一人で抱え込まず、
まずは相談してみて下さい。民生委員や社会福祉士など地
域福祉関係者が心配ごとを真摯にお聴きします。法律的な
ご相談の場合は、「弁護士」や「司法書士」（相談料は 30
分以内無料ですが、30 分を超えた場合は費用が必要にな
ります。）をご紹介できます。
※ 秘密は固く守られます。電話でも随時相談ごとを受け付け

ております。	 ☎９６２－７１００

心配ごと相談所日程

　社会福祉協議会に
関するみなさんから
のご意見、ご質問が
ありましたら事務局
までご連絡ください。

あなたの声を
お待ちしてます

砥部町社会福祉協議会
イメージキャラクター「ホッと君」

日　時：平成 27 年６月６日（土）　10：00〜12：00
場　所：砥部町文化会館　２F  視聴覚室
入場料：無料
申　込：砥部町社会福祉協議会　TEL：962-7100
申込み締切：５月 29 日（金）
　お問い合わせは土日祝日を除く月～金９時～17 時
　申込み先着順で定員（120 名）になり次第、締め
　切らせていただきますのでご了承下さい。

上映会のお知らせ

　ひとりの医師と、認知症の日々を生きる妻との、15
年間に及ぶ“いのち”を巡る愛の物語です。 
　誰の上にも起きる可能性がある認知症という病。 
　愛する人が認知症になったとき、あるいは自分が認
知症になったとき、一体何が大切なのか…。 
　この映画を観たとき、私たちはきっと、それぞれに
思いを巡らせるでしょう。

上映会終了後
11：30～
認知症紙芝居＆アニメーション


